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１．京丹後市の取組 

 本年３月にセーフコミュニティ概念を生かした地域づくりに向け、職員研修を実 
施した京丹後市で着々と活動が促進されつつあります。 

 今回は、民間活力も導入し、府警察や府立高等学校と協働した地域ぐるみの 
活動を紹介します。 

次世代の地域づくり人材育成 

 人の尊厳を守る規範意識を身に付け、交通事故防止の地域リーダーとしての素養を育成 

する府立峰山高等学校と網野高等学校が、１年のスパンで実施する取組 

スケアード・ストレイト 

H24.7.17(火) 

府立峰山高等学校 府立網野高等学校 
時速40㎞での衝突 

生徒の交通安全宣言 

ミニ・生命のメッセージ展 
H24.9.5(水)～6(木)予定 H24.9.2(日)～4(火)予定 

府立峰山高等学校第１学年生徒 

①スタントマンによる実際の自転車交通死亡事故再現 

 自動車と自転車、自転車同士、自転車と歩行者の 

事故再現から、どうすれば事故が防げたかを学習 

②京丹後警察署の交通安全教室 

 交通安全規範をクイズ形式で学習 

③学習の振り返りとして感想文作成 

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ（人型）に被害者の写真と思いを書いたパネルを貼付け、足下に遺品を展示 

【文化祭展示】 【文化祭展示】 

 ｽｹｱｰﾄﾞ･ｽﾄﾚｲﾄで学んだ事故 

から規範意識を向上させ、更に 

実際の被害者の思いを感じ、自 

他の尊厳を守る規範意識醸成、 

地域のﾙｰﾙ遵守のﾘｰﾀﾞｰを育成 

 何が被害者を生み出したのか？ 

人として、他者の尊厳を尊重する 

重要な方法は何か？ 

 規範意識の大切さを学び、11月 

の講習会で新たな自覚を養成 

自転車安全利用推進員講習会 H24.11.7(水)予定 府立網野高等学校 

 京都府自転車の安全な利用の促進に関する条例に規定する講習会を実施、希望者は京都府知事 

から府交通安全活動の促進を図るボランティアである「自転車安全利用推進員」に委嘱される。 

(展示ｲﾒｰｼﾞ) 







２．亀岡市のセーフコミュニティ再認証への支援 

 平成25年にセーフコミュニティ再認証を目指す亀岡市では、５月にチョウ・ジュンピル 
（韓国）、ル・パイ（台湾）先生によるプレ審査がありました。 
 両先生は、安心・安全なまちづくりのために、活発な活動を推進する住民支援であ 
る、京都府施策「ヒヤリ・ハット情報」活用推進システムによる住民活動等を視察され 
ました。 

 「並河駅前交番ステーション」で活動する 

地域住民の方々を先頭に、住民の身近 

な課題に対応するため、京都府の「ヒヤリ 

ハット情報」活用推進システム」を用いた活 

動を実践。 

 京都府職員やセーフコミュニティ認証を 

目指す他市町の職員も同行する中で、地 

域住民の説明に熱心に耳を傾け、時に、 

システム操作も交え予定の視察を終了 

しました。 

 すべての日程終了後、先生方は、京都府立南丹高等学校へ・・・ 
 学校に到着すると、生徒たちが熱烈な歓迎をしてくれました。 

 この日は、セーフスクールに興味のある生徒たちが、セーフスクールとは何か？ 

について、先生方と、気さくにワークショップを実施しました。 

 両先生も、地域の若者たちの質問に答えつつ、生徒たちへの質問もしながら、 

１時間以上、熱のこもった議論をしました。 

今後は、１０月２６日～２７日の本審査に向け、亀岡市の 

活動内容の充実への期待が大きくふくらみます。 


